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造林事業の現段階
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今や，わが国の主要南洋材輸入地域となったサパ州は，その将来の木材需給に配慮

して，各種の林業事業体を設立し，組織的に造林事業を行ない，わけでもその植栽す

る外来早生樹種中，特に Acaciαmangiumは，早期成長の点で注目され， 最近はも

っぱら新植されている。筆者も，それに関し一部を日本林学会関東支部で報告した

が1)その後の動向をフォローしてみる事とした。

なお，最近の動向については， 日本木材備蓄機構調査役荒谷明日児氏および南方造

林協会業務部長藤井清氏より御教示と資料提供をうけた。記して感謝の忘;を表する。

なお，本文において意見等に属する部分は，すべて筆者の個人的見解である点をお

断りしておく。

1 サバとわが国の木材需給

1985年のわが国南洋材輸入シェア中，マレーシア(サパ及びサラワク)は，引き続

き拡大を続けて，ほぼ90，%を占めるに至った。

両1+1の丸太全輸出実績も，約2，000万m3で最高を記録し，前年比でサラワク 25，%，

サパ8，%の;噌加をみた(表ー1)。

対日輸出比率は特にサパが大きく 80，%(サラワクは約50，%)を占めている(表ー1)。

2 森林の現況

同州|の陸地面積7，37l.1千 ha中，森林は4，605千 haで，その中，農業開発地域等

を除く 3，349千haが国の政策により永久保安林として保護されている。木材の生産

は，この中の商業林 (2，676千 ha)及び譲渡地で行なわれている。この全森林を区分

すると表ー2の如くで，この推計によると全蓄積508百万m3中， 前記の商業林に概ね

該当し，主生産林でありながら連年縮少傾向を示している未利用高地林は321百万m3

である。但し，連年の奥地化と標高上昇により，利用可能材積もその20，%減の 280

百万m3程度であろうとされている。又，FAO資料による推計では，利用可能用材

蓄積は約210百万m3で，年間3.5百万m3生産可能とみられる 2)。
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表 1 サパ産出丸太輸出先別推移(付1985年サラワク)

記
サ ノ〈 サラワク

1980 1981 1982 1983 1984 1985 

材積比率材積 比率材積比率材積比率 材積比率 材積比率材積 比率

千d % 干nf % 千d % 千d 芦百 千d % 千d 芦百 干nf 9百

日本 6，483 76 6，134 65 6，914 69 6，735 71 5，615 73 6，337 77 5，817 51 

韓国 1，129 13 2，156 23 1，765 18 1，327 14 791 10 1，053 12 1，834 16 

台湾 694 8 811 9 786 8 977 10 688 9 492 6 I 2，473 21 

中国 68 1 52 1 249 3 131 1 62 l 230 3 668 6 

その他 136 2 208 2 236 2 326 4 512 7 155 2 693 6 

5十 8，510 100 9，361 100 9，950 100 9，496 100 7，668 100 8，267 100 11，485 100 

資料 1980-1984年は「昭和60年度発展途上国産品市場開拓研究(南洋木材)報告書J1985年(日本貿易振
興会)p.67より作成， 1985年は 「マレーシア二州で2，000万d 昨年の南洋材輸出実績ー」 日刊木材

新聞 1986-5，22

表-2 サパ森林面積及び蓄積

森 林 区 分 面積 材積!ha 総利用材積

千ha rrl'!ha 千d

マングロープ林 MangroveForest 348 90 31，320 

海岸淡水沼沢林 TransitionalBeach and 204 90 18，360 
Fresh Water Swamp 
Forest 

山岳林 MountainForest 771 20 15，420 

未利用高地林 UndisturbedHigh Forest 2，675 120 321，000 

その他(未熟林・収穫林) Other Forest 1，518 80 121，440 
CImmature & Disturbed) 

言十 5，516 507，540 

(資料〕 面積は Stateof Sabah Forest Department， 1977 Annual Report. 
蓄積は r1979年度海外林業資源環境基礎調査報告書(マレーシア編)J
(海外林業コンサルタンツ協会)

3 サバの林業と木材工業の現況

1963年のマレーシア独立以来，サパの経済発展は丸太輸出に依拠してきたが，林産

物の輸出額は 1979年にピーク (2，099百万リ ンギット〉に達し，以降， 1970年代から

開発が進んだ銅鉱 ・石油等のシェアが漸増して 1980年にはこれら鉱産物(1，957百万

リンギットで44%)が林産物(丸太，製材，合 ・単板で 1，885百万リンギット 42%)

をぬいている。

なお，上記外の主要輸出物シェアは，パームオイノレ4%，ゴム 2%，カカオ 1%，そ

の他コプラ・水産物等7%)3)

しかし，サパ州総生産において林業の占める地位は大きく，前記の輸出最大の1979

熱帯林業 No.7 (1986) 13 



表-3 サパ林業収益及び丸太需給推移

年 1981 1982 1983 1984 1 1985 (推定)

百万リンギット

783 984 805 701 650 
収
林 業

益!その他 424 498 511 506 521 

千d

実|き産 11，730 11，739 11，991 9，712 8，500 

震|消情 出 9，361 9，950 9，496 7，668 6，500* .口
費H翠内 2，369 1，789 2，495 2，044 2，000 

資料 r昭和 60年度発展途上国産品市場開拓研究(南洋木材)報告書 1985年
(日本貿易振興会)p.65より作成

*実績 8，287

年において， 582百万リンギット(シェア 31.9%)であり，総雇用において伐出製材

は農業に次ぎ 16，982人(18.6%)を占める。生産面では農業は林業に次ぎ 199百万リ

ンギット (10.0%)であるが，雇用の面では前記の如く 30，743人 (33.7%)と首位とな

っており，鉱業は 183リンギット(10.0%)，3， 151人 (2.4%)でいずれも 3位である。

但し，林業収主主弘前述の輸出額同様1979年 1，109百万リンギットを最高たして

減少しつつある。また，丸太生産も 1984年以降漸減している(表-3)が， これは伐採

事業地の奥地拡張により積出港への距離が遠隔化した事と二次林の増加，伐出コスト

上昇と品質の劣悪、化 (例えばフェイス用単板原木の稀少化とかピンホーノレ材の出現

等〕を招来しているという資源賦存面の構造的変化が基底に存している事にもよって

いる。

また，当面の現象としては， F.O.B 価格安で現地伐出業への資本投下が減少，な

いしは遅滞している点もあろう九

さらに，付加価{直輸出目的で， 1977年輸出割当制度が課せられ輸出丸太ローヤリ

ティが引上げられた結果，木材加工が進展し， 1983年末で製材工場 154(操業中のも

ののみ)，単板工場 10，合板工場3，ブロックボード工場 1となっており， これらが原

木2，306千m3(1979年基準の指数で412)により製材 1，196千 m3(同 425) を生産

し(但し 1984年には夫々 296，318へ指数漸減)， また同じ年次で原木389千 m3(同

286)から合板56千 m3(同 117)，単板 144千 m3(同567)，プロックボード6千 m3(1司

751) (但し 1984年にはレベルのまま)を生産するなど，量こそ多くはないが急速な伸

びを示した。 これらの操業の為に年間2，000千 m3程度の園内向原木を要している

(表-3)。

4. 造林事業の現況と見通し

東マレーシアのサパ・サラワク両州の林業政策は，半島マレーシアに所在する連邦
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政府森林局から比較的自立した態様を示しており，サパについてはサンダカン所在の

サパ州林野局 (ForestDepartment)によりコ ンセッションの許 ・認可，伐採および

ローヤリティの基準決定等が行なわれている。さらに州政府は，政府関係団体である

サパ財団 SabahFoundation (S. F. )に3，300平方マイノレ (855千 ha)のコンセッシ

ョンを伴なう土地を付与し，また近年142平方マイノレを追加して事業を行なわせてい

る。 S.F. の事業収入は主に木材販売で， Shipperとして州最大手であり，また， 造

林事業に関しでも NorthBorneo Timber Sdn Bhd (N. B. T. )と合弁(資本金 15

百万リンギット S.F. 60%， N. B. T. 40%)で SabahSoftwood Sdn. Bhd. (S. S. S. 

B.)を設立している。

その他の主要林業企業体としては，政府機関のザパ林業開発公社 Sabah Forestry 

Development Authority (SAFODA)が1976年設立され， もっぱら西岸草原地帯の

造林を行なっている。しかしその目的は次の如くで尺地域開発と林内殖民を主体ー

とし必ずしも資本家的林業経営に徹した事業体とは考えられない。

即ち，①荒廃地や農業限界地を生産的用途に転換させる，②天然林からの木材およ

び特用林産物生産を人工林 (Acaciαmangiumおよび Rotan)により増大させる，

拡大造林および再造林に対する住民の積極的参加を促進し，地域の雇用を増加させる

④林内殖民計画や林内農業開発計画導入で住民の生活水準向上を推進する，というも

のである。

サパの造林事業は，主に，これら S.S. S. B.と SAFODAにより行なわれている叩〉。

S.S.S.B.は，1974年 Tawau北西に位置する Kelaban林区内 2団地約61千ha

の造林から始まり， 1983年までに累計24，861ha となり，その内訳はカメレレ 9，709

ha， アノレピジア 6，579ha， メリナ 4，207ha，アカシア 1，541ha，カリビア 1，015ha， 

その他 1，810haである。同社は当初，社名に示す如く針葉樹(主にカリビア)を主

体としていたが，下刈回数が他樹種に比して多い事による造林コスト高と，生長面で

も劣る点，さらには Sawlogや Peeler等の用材適性に乏しい事から，造林樹種は

広葉樹へ変っている。

SAFODAは1978年から開始し，1983年まで累計 16，581haとなっており，樹種

は殆どアカシア，一部マツ類であるが，この他 Rotan(1981年3283ha)を植栽して

し、る。

この主要2社の他， Pacific Softwood 社が 1977~1979 年の聞に 40 ha実施してい

る。

これら主要造林樹種については表 4に示す通り早成長・短伐期の特性を有するの

が条件となっているようである。

これらの中，主力樹種として期待され造林されているのはアカシアであり，また街

路樹にも用いられている。

これは 1966年 SabahForest Departmentの NICOLSONが豪州、IQueenslandか

ら UluKukutへ導入したのが始まりで，原産地以上の成績を示している。

Sabah Forest Research Centre (C. K. THAM)によると的，iff悪林地の酸性 (pH4) 
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土嬢で生育し，乾湿を関わず，土

壌浅くとも造林可能である等の特

色があり適地の幅が大きいとして

L 、る。

先般.Forest Research Centre 

の GumGum試験地(写真一1.

但し筆者の視察林中成育最良の部

類〕および SAFODA造林地の現

況調査の結果でも総平均成長量

(M. A. 1.)は概ね表 4の如くで

あった9)。

アカシアの辺材は yeIlow

brownで心材は縞をもった茶色

である。豪州の Commonwealth

Scienti品c& lndustrial Research 

Organization (C. S. 1. R. O. )が前

記 GumGum試験地9年生造林

木を供試材とした研究結果9)によ

るとアカシアは削片板 ・パノレプ

(チップ容積重19)は420kg/m3で

メリナ346.カメレレ 344.アノレビ

ジア 238より大きいが，紙・パノレ

プ以外の用途に多比重材質がプラ

スになるかは疑問であろう〉 ・印

刷用紙・板紙等の製造に適し. 15 

~20年生で製材用として利用可能
写真一1 アカシア ・マンギウム試験地

Forest Research Center， Gum Gum試験地
であり， ドア枠，家具，キャピネ

1967年植 0.06ha， 間隔 2.93m
ット，単板等に広く使用しうると 15年生，胸高直径 28cm

している。 (1983年 2)j1日筆者搬影)

なお，造林作業の標準として. S. S. S. B. 11)および SAFODA等の事例12)では次の

ようになっている。

地縮:雨季に植付しうるよう伐跡の残存立木を乾季に伐倒， 火入地約ーを行なう。

(例えば Tawau地区は雨季 ・乾季が概ね3カ月毎に循環する。現地で、は残存立木に

も相当の中 ・大径木を散見したが，無価木とされているので火入れは妥当な方法とも

されよう。)

植付:植栽間隔は3mX3m(約 1，100本/ha)でこれ以上で、は下刈間数増につなが

る。

下刈:1~2年目 ， 各 1 回/年，必要な場合 3 年日 1 [1]0 SAFODAのアカシア造林

16 熱帯林業 No.7 (1986) 



表-4 サパ主要造林樹種成長量・伐期

総平均成長量 CM.A.O 伐 期

通称
ミ学ミヶ一名一-----旦~塁~里1 二竺地期位

1 I 2 I 3 I平均 パルプ|用材

カリビア Pinuscaribaeα 17 5 10 8-12 15-20 

カメレレ Eucalyptusdegluptα 20 12 8 15 10-12 16-18 

アノレビジア Albiziα fαlcatαnα 60 45 30 45 8-12 12 

メ ナ Gmelinaarboreα 30 20 16 22 8-10 12-15 

アカシア Acαc~a mαngwm 30 8-10 10-15 

資料:Forest Department， Sabah : The role of forest plantation in long 
term state timber production strategy 1984. p.11. 
M. P. UDARBE: The role of forest plantation in the diversification 
of the economy of Sabah. CSabah Development Bank of Ber・had)
1982. p. 18-19. 
但し，数値は S.S.S.Bによる。なお，本文では以降通称を用いた。

地の例では全刈 slashing を 6 ヶ月目~5 年目に 6 ヶ月間隔で 2 回/年， 6年目以降 1

回/年，または坪刈 weeding(ring tending-樹冠 Fの範囲ー)を造林木周間 3feetに

ついて 1~2 年目 4 回/年， 3~4 年目 2 回/年，のいずれかを実施している 。

しかし slashingを視察した所， 下草の繁茂状況と造林木の上長成長から推して

over tendingと判断された。

因みに，アカシア造林地の現況すなわち年度別の胸高直径 (cm)と樹高 (m)は3

年生 (Nahaba)で、4~18 cm， 8 ~11 m， 同 (Langkon)で 8~12 cm， 12~14m ， 

4 年生 (Hobut) で 6~11 cm， 11 m， 5年生 (UluKukut) で1O~20cm， 13~ 16 m 

であった。

枝打.二又木のみ主幹を残して分岐校を手鋸又は山刀で落す。 SAFODAのアカ γ

アの例では3年 (26ヶ月目)から樹幹の 1/3を打っており，幹型も概ね通直であった

が，前記の如く成長急速である事から既に時期を失しており，その為に枝打痕の巻込

みが少なく腐れの入り易いとの指摘がされている。

なお， 32ヶ月白と 6年目の枝打がある。

また，最近，現地で見られるアカシアの曲りについても，後述の如く植栽密度と除

問伐との関連で，十分の検討を要しよう。

次に今後の州内木材需給と造林事業との関連をみてみよう。

現在の見通しとして， 1985年以降は天然、林からの出材が減少し 1990年頃には約

5百万m3 で園内用仕向2百万m3 を除いた約3百万m3が輸出可能量となる(図ー1)。

一方，人工林材の輸出(台湾向プロックボード原木のアノレビジア〕は， S. S. S. B. 

が主体で，開始の 1981年では 2，500m3となり，以下 1984年70，740m3， 1985年(1

~8 月) 58，038 m3と伸びている。

これらの状況からみて Criticalperiod は 1991~2000 年とみられ，天然林材は減少

一方で年間2百万m3の園内需要を漸くカパーするのみで，輸出は人工林からの供給

熱帯林業 No.7 (1986) 17 



π131 
百万 /i
10ト / I 

叶 / 人工林材
8K ____)( 生産

7い¥ --------
6~ 、ぎてCRITICALPERIODウ ......------

3f "， 'v  ，/ 天然林材

2↓ ー一一一一一一 一一一一一一 一一一一 --(c"i地場 |生 産

「消費J

1985 19'90 19'95 20'00 ' 20'05 2(110 加S (tU;5 20'50年

図-1 サパの木材生産見通し

資料:昭和60年度発展途上国産品市場開拓研究会(南洋木材)報告書:

昭和60年(日本貿易振興会)p. 71 

如何にかかってくる(図ー1)。

S.S.S.B.および SAFODAは， 2000年までに200千 haの植付を行ない， これに

より年間4百万m3を生産 (M.A. 1. 25 m3想定)する計画であり，また， この他に

政府機関 SabahForest Industry Sdn Bhdも紙 ・パルプ工場向の原木として 180千

haの造林地確保を目標としている。さらに年間生産2百万m3 しか期待できない天

然林は，回帰年を 60年として林力回復をまつ一方，人工林に対して世界銀行の融資と

政府補助により， 2005年まで年間6百万m3を回復させてこの危機をのりこえようと

する展望をもっているm。

5. 今後の問題

サパにおいて林業の地位が他産業と比べ，相対的に低下している点は，先に述べた。

単位面積当りの金員収穫率の現地フィジピリティ・スタディの結果によると，植林

は 6.% 程度であるのに対し，オイルパームやカカオは 12~15.% に及び10，後者の近年

における伸びの著しい所以ともなっている問。

加えて最近の低成長経済下における木材価格の低迷は造林投資に不利に働いてい

る。

さらに，採算面から 8~15 年で収益を実現すべく，早生樹種による短伐期施業を行

なっている事から，量の商では所期の目的を達しても材質の面では舵弱さ，多節，樹

幹の曲り等で，パノレプ用より有利な製材用原木としての市場は少ないとされている16)。

これら広葉樹造林4樹種の中， カメレレは国際市場でま日られており(年雨量3，000

mm以上の火山灰地では成育良好だが，サパの如くロ ーム層の多い土地では必ずしも

そのような成績は示さなしつ，ピソレマでメリナが生育しているほか，東南アジアで最も

古い造林樹重量のアノレビジアでさえ市場の将来性は未知である。アノレビジアについては

前記の如く S.S.S.B.の造林木をプロッ クボード原木として台湾へ輸出している。し

かしコ スト面ではm3当り，12年伐期で造林費約15リンギッ ト，伐出 30リンギッ
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トを要する。ブロックボード用材は 60~65 リンギットで販売されているものの，パノレ

プ材は5リンギットの差益に留まっており経済的には問題だとされている 17)。なお，

アノレピジアは合板用材〔径 40~50 cm) としてフィリピンからわが国へ輸入されてい

る。

残る主力樹種のアカシアは，最低の地位でも成林するといわれ， M. A. Iも最大で

あるが，早成樹種中，最も多節で，樹幹の曲りも多く幹材積の比率が少ないので，合

板用材使用には問題なしとされてはいない18)。しかも，これらの欠点対策として早期

枝打による死節の予防や，曲り発生防止の為の植栽密度・除問伐等の tendingsche-

duleの検討が十分になされていない。また，元玉は根張りが大きく，真円よりはむ

しろ方形に近く腐朽 ・空胴の発生しやすい木もあ り，心材の不均一な濃色や比重の大

きい点はパルプ以外の利用を考慮した場合に比必ずしも プラスとはいえぬ面もあろ

う。

このように市場との関連性を十分配慮せずに施業が行なわれ， また，最終需要に即

した育林技術の検討も十分ではないとするなら，早期成長のメリッ卜は，上記に指摘

されたような材質面のデメリットをカバーしきれなくなり，今後の東南アジアの造林

の動向も変ってくるのではなかろうか。

しかし，現地ではこのような認識については一部存するようで，現行造林樹種につ

いては，消費国での最終的需要調査や市場適合の必要性は認めており， Forest De-

partmentは次のようにのべている問。

The investment in tree project is so high， that a “自op" in marketing risks 

virtual bankruptcy， as has been seen in Brazil. 

さらに，現時は国内需要の市場においても内外コンペティターの存在も極めて大き

くなっている。ラジアータパインにおけるチリとニュージーランドの場合がそうであ

る20)。

因みに円高の影響で，本年8月と前年9月対比で南洋材は雨季出材減で約25%値下

りしたのに対し，安定した供給量を有する北米材はダイレクトのドノレ安で、33~36%安

となり，わが国輸入木材量でかつて北米材の 2倍に達していた南洋材を，戦後始めて

北米材が上廻り輸入木材の首位となる事が確実となってきた21)。

6 おわりに

現夜わが国が南洋材で依拠しているサパ・サラワク両州は，約27億 m3の資源を

賦存しており，これは日本の消費量の200年分に相当する。

現在(本年7月末〉港頭在庫は220万m3 とほぼ適正水準を保有しており，i1在地は

一次産品の市況低下で、財政難のところが多く，多少の相場安でも商社が要求すれば必

ず出材し r買おうと思えばいつでも買えるJ22)ため殆ど危機観はない。
さらに構造 ・建築用素材用途のシェアでは，木材としては直かに円高メリットを有

する米材，技術革新の著しい新建材が確実な地位を占めている。価格を選択の指標と

するエンド・ユーザーの行動を考えると，前記した最終需要の立場において数量や質

熱帯林業 No.7 (1986) 19 



の他に， タイト ・ニットな国際経済の構造下におけるコスト意識なしには如何なる事

業も安定した基盤を得るのは極めて難しくいわんや，ライベンシュタインのエックス

非効率などは存在の余地のない事を知るべきであろう。もっともこの点は，威r-;楽とし
て自明の事ではあるが。

〔参考文献J1)大嶋顕幸.東マレーシア (サパ外Dにおける林業の趨勢について，35回日林
関東支論 5-8，1983 2)大嶋顕幸(共著):東マレーシア，サパ州の林業開発推進に関する調
査報告書(j南方造林 No.28，南方造林協会)，17， 1983 3) M，P. UDARBE: The role of 

forest plantation in the diversification of the economy of Sabah (Sabah Develop-

ment Bank Berhard)， 2， 1982 4) r生産能力低下進む南洋材」日刊木材新聞，1986年7月
23日 5) SAFODA: Our Business is Growing Tree & Ratans 6) 3)と同じ，10， 

1982 7) Forest Department， Sabah: The role of forest plantation in long term 

state timber production strategy， 10， 1984 8)米川誠一・宮脇繁:フ.ノレネイのアカシア

マンギウム，熱帯林業 68，12-18，1983 9) A. F. LOGAN & BALODIS: Pulping & Papermak-

ing Characteristics of Plantation-Grown Acacia mangium From Sabah. The Malay-
sian Forester 45(2)， 217-236， 1982 10) 2)に同じ，63， 1983 11) Forest Depart. 

ment， Sabah: Present state of knowledge and research priorities in Sabah， 31-32， 

1984 12) 2)に同じ:51-52， 62-63， 1983 13)昭和60年度発展途上国産品市場開拓研

究会(南洋木材)報告書，日本貿易振興会，71-73， 1985 14) Margaret， SCOTT: South-

east Asia's forest: lost for the trees. FAR EASTEN ECONOMIC REVIEW. Apr 

(10)， 89， 1986 15) 1)に同じ，5， 1983 16) 14)に同じ，1986 17) 14)に戸lじ， 90， 
1986 18) 14)に同じ，90， 1986 19) 7)に同じ，15， 1986 20)大嶋顕幸:ニュージー

ランドのラジアータパイン造林一外来樹種造林の成功事例および今後の誘!題一一，森林文化研

究 5(1)，107-108， 1984 21)北米木材の輸入急増，1986年8月18円. 日木経済新聞夕刊

22)在庫一新たな視点ー地上に林立.1986年7月26日，日本経済新聞

くZ雑録})

中国のフタバガキ科 うかつにも中国には海南島の Vaticaastrotricha Hance， 

Hoρea hainanensis Merr. et Chunの 2種を除いてフタパガキ科は分布しないと思

っていた。ところが最近刊行された 「雲南の植物」を見て驚いた。雲南省南部のグェ

トナムからラオスに接するあたりには Hoρeamollissema C. Y. Wuと Parashorea

chinensis Wang Hsieの 2種があるとL、う 。 いずれも常緑の大高木であるが，とく

に後者は樹高 50m， 直径 60~ 1 50cm になり， 海抜 650~ 1 ， 100mの班熱帯林にか

なりの群落をなしているらしい。これは中国名を望天樹となづけられている。本種の

発見は最近のことで， 今日でもこのような高木が発見されるということは~、くら戦

争や種々の混乱で中国の学問界が沈滞していたとはし、え，やはり中国は広いとあらた

めて恩わざるをえない。なお，このほかにタイからビノレマにかけて分布する Diρtero-

caゆusturbinatus Gaertn. f.も載っているが，これは導入されたものら しし、。別の

文献によると，広西省から広東省の南部には Hoteachinensis Hand.-Maz.および

Parashorea chinensis var. kwangsiensis Lin Chiの 2種がある。(緒方健)
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